
ヒト胚の取扱いについての様々な意見に答えられる社会規範の必要性

人の尊厳を守る
ために、多少の
個人の犠牲はや
むを得ない。

研究を進めて、
クローン人間が
生まれたら大問
題だ！

女性が道具とし
て使われるよう
になったらどうす

るの！

ヒト胚は人だか
ら、壊すのは殺
人よ！絶対認
めない！！

中絶が認められ
てるのに、受精
胚だけ守るのは
なんか変だなー

難病の友達のた
めに研究に協力
したいのになあ・・

この苦しい病気か
ら救ってくれるなら、
出来ることはやっ
て欲しい・・

基礎研究を進め
ないと、ますます
治療法の開発が
遅くなるよ・・

生命倫理専門調査会における検討の目的

ヒト胚についての考え方は一様でなく、それ
ぞれの立場ごとの多様な考え方が存在する。

クローン技術規制法でクローン個体の作成と特
定胚の作成を規制

賛成派 反対派

中間派

無関心派

やりたい人には
やらせたら？
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※クローン技術規制法の附則条項で、総合科学
技術会議等で検討を行うことを指定

ヒ
ト
胚
の
取
扱
い

ヒト胚の取扱いに関する基本的考え方について 資料２－１
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生命倫理専門調査会における議論の流れ

人クローン胚の
倫理的地位

人クローン胚の
作成・利用

ヒト受精胚を
損なう取扱い

☆現時点で例外的に容認すべきとする見解

○再生医療実現のための研究（基礎的研究に限る）
は現時点で例外的に容認しうる（研究開始は制度整
備が整った後）

現時点では例外は認めら
れないとする見解
（モラトリアム派）

ヒト受精胚の
倫理的地位

☆原則認められない。（一致）

☆「人の生命の萌芽」とする

「人」そのものではないが、「人の尊厳」という社会の
基本的価値の維持のために、特に尊重されるべき

例外を認めない見解

☆ヒト受精胚との間で取り扱いに倫理的差異を認め
ないとする見解

クローン技術規制法で禁止されているものの、胎内に移植す
れば人になりうる可能性を有することから、ヒト受精胚と同様
に「人の生命の萌芽」として位置付けられるべき

ヒト受精胚とは異なるとす
る見解

☆例外を認める見解

○生殖補助医療研究目的での作成・利用は容認さ
れる場合があり得る

例外を認めない見解
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基本理念
☆ヒト胚を「人の生命の萌芽」とする
☆ヒト胚の取扱いの基本原則

・ヒト胚を損なう取扱いは原則禁止
・患者等の基本的人権も守らなけれ
ばならない（相反事項）

・科学的合理性、人への安全性確保、
社会的妥当性がある場合のみ容認

基本理念を受けた決定
☆ヒト受精胚の作成・利用を条件付き
で容認する。

☆人クローン胚等の基礎研究を極めて
限定された条件の下に容認する

☆人クローン胚等の基礎研究は、基本
原則を担保する制度的枠組みが準備
された後、開始するとともに、基本
原則が維持されていることの検証を
続ける

ヒト胚の取扱いに関する
基本的考え方

社会への影響

生殖補助医療・生殖補助
医療研究の充実
不妊症や流産に苦しむ患者に
より安全で効果の高い治療法
の提供をめざした研究・医療が
進みます。

有効な治療法の無い疾患の
再生医療基礎研究の開始
治療法が無く苦しむ人々に
光明を与える、拒絶反応の
恐れのない再生医療の基礎
研究が開始されます。

クローン人間の誕生
法律での禁止に加え、厳しい
枠組みのもとで研究されるため
クローン人間が生まれることは
ありません

人間の道具化・手段化
卵子提供者などへの十分な
配慮を前提としており、人間
を治療のための道具として扱
うことはありません。
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体制の展開について：①受精胚の作成・利用

生命倫理専門調査会
ヒト胚研究小委員会

基本原則
「研究材料として使用する
ために新たに受精に
よりヒト胚を作成しな

いこと」

日本産科婦人科学会
生殖補助医療研究は基本
原則の例外として認められ
る→会告による登録義務を
科した上で容認

主要事項
・ヒト胚の取扱い基本原則の厳守
・生殖補助医療研究のみ受精胚
の作成・利用を容認
・余剰胚からのヒトＥＳ細胞の樹立
を容認
・ガイドラインでの規制

運営管理
女性への十分な配慮
適合審査のための枠組み整備
情報の公開・国民理解の増進

ヒト胚の「人の生命の萌芽」
としての尊重の確保と、生殖
補助医療発展の両立

文部科学省
・厚生労働省
・ガイドラインの作成
・審査の枠組み整備

ガイドラインの
遵守状況等を

見守りつつ、必要に
応じ法整備等
について検討

国による遵守状況等
の確認

当面は国のガイドライン
による規制

ガイドラインの
有効性の検証

Ｅ
Ｓ
で
の
実
績

ヒト胚の尊重 基本的人権
の尊重

提言
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こ
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体制の展開について：②クローン胚等の基礎的研究

総合科学技術会議

①体制整備終了の確認
②継続妥当性の検討
他の研究との比較検討
社会的妥当性の確認

③必要な見直し

生命倫理専門調査会
↓

総合科学技術会議 決定
↓

各省への意見具申

文部科学省・厚生労働省
特定胚指針等改正
ＥＳ指針改正
ガイドライン作成
候補研究機関認定

指針案
等報告

開始
認定

将来の再生医療の実現へ向けて

必要に応じ
中止勧告

主要事項
開始認定（体制整備）
ヒト胚の取扱い基本原則の厳守
女性への十分な配慮
特定胚指針等の整備 等
難病等の基礎研究に限定して容認

運営管理
ヒト胚の厳格な管理
研究の妥当性の確保
情報の公開・国民理解の増進

新しい医療への
扉が開かれる

①

②、③

提言

クローン胚等の
基礎的研究の開始
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